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(57)【要約】
　下層の構造部材を水分から保護するために、建築物の構造部材を覆うための多層建築用
ラップが提供される。この建築用ラップは、湿式塗布された漆喰または人工石などのファ
サードの下で特に有用であり、優れた液体水排出性および透湿性を示す。この建築用ラッ
プは、漆喰が塗布されるときに漆喰に対するバリアとして働く、耐水性バリアと多孔質の
介在層との複合体である。かかる建築用ラップを組み込んだ外壁構造も提供される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建築物の構造部材および任意選択の被覆材を水分から保護するために、前記構造部材お
よび任意選択の被覆材を覆うための多層建築用ラップであって、
　前記建築物に隣接している透湿性耐水性バリアと；
　織布、スパンボンド不織布シート、スパンレース不織布シート、スパンボンド－メルト
ブローン不織布シート、吸水性繊維層、スパンボンド－メルトブローン－スパンボンド不
織布シートおよび穿孔フィルムからなる群から選択される、２０マイクロメートル～１５
０マイクロメートルの最大孔径を有するとともに、１０ｃｍ未満の静水頭を有する、前記
建築物と反対側の多孔質の液体透過性シートを含む湿潤性の介在層と；
を含み、前記耐水性バリアと前記介在層との間に、液体水が通過できる排水用間隙が設け
られるように、前記耐水性バリアおよび前記介在層は、完全には接着されない多層建築用
ラップ。
【請求項２】
　前記透湿性耐水性バリアが、アスファルトルーフィング紙、フェルト、織布、フラッシ
ュ紡糸プレキシフィラメント状シート、スパンボンド不織布シート、スパンボンド－メル
トブローン不織布シート、スパンボンド－メルトブローン－スパンボンド不織布シート、
織物テープを含む穿孔被覆シート、それらの積層体、ならびに不織布または織布および多
孔質の透湿性フィルムを含む積層体からなる群から選択される請求項１に記載の多層建築
用ラップ。
【請求項３】
　前記介在層が、前記介在層に湿潤性を与えるのに十分な量の界面活性剤を含むコーティ
ングを含む請求項１に記載の多層建築用ラップ。
【請求項４】
　前記介在層が、前記介在層に湿潤性を与えるのに十分な量の親水性ポリマー添加剤を含
む請求項１に記載の多層建築用ラップ。
【請求項５】
　前記介在層が、湿潤性を与えるためにプラズマ処理される請求項１に記載の多層建築用
ラップ。
【請求項６】
　前記介在層が、シリコーンまたはＰＴＦＥを含む剥離コーティングと、前記介在層に湿
潤性を与えるのに十分な量の界面活性剤とを含む請求項１に記載の多層建築用ラップ。
【請求項７】
　前記介在層が、より親水性の高い表面と、より親水性の低い表面とを含み、前記より親
水性の高い表面が、前記耐水性バリアに面する請求項１に記載の多層建築用ラップ。
【請求項８】
　前記介在層が、吸水性繊維層と、織布、スパンボンド不織布シート、スパンレース不織
布シート、スパンボンド－メルトブローン不織布シート、およびスパンボンド－メルトブ
ローン－スパンボンド不織布シートからなる群から選択される層とを含む多層複合体であ
る請求項１に記載の多層建築用ラップ。
【請求項９】
　前記吸水性繊維層が、吸水性繊維とポリエステル繊維との組合せを含む梳毛繊維層を含
む請求項８に記載の多層建築用ラップ。
【請求項１０】
　建築物の構造部材および任意選択の被覆材を水分から保護するために、前記構造部材お
よび任意選択の被覆材を覆うための多層建築用ラップであって、前記ラップは、
　（ａ）前記建築物に隣接している透湿性耐水性バリアと、
　（ｂ）前記耐水性バリアの外側に位置決めされた介在層であって、
　　（ｉ）アスファルトルーフィング紙、フェルト、不織布、織物テープを含む穿孔被覆
シート、穿孔フィルム、それらの積層体、ならびに不織布または織布および多孔質の透湿
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性フィルムを含む積層体からなる群から選択される、１マイクロメートル～１５０マイク
ロメートルの最大孔径を有する透湿性シート；ならびに
　　（ｉｉ）１０ｃｍ未満の静水頭を有する湿潤性吸水性繊維層；
を含む介在層と
を含み、前記透湿性シートが、内側に向かって配置され、前記吸水性繊維層が、外側に向
かって配置され、これらが前記介在層の透湿性が妨げられないように結合される多層建築
用ラップ。
【請求項１１】
　前記耐水性バリアと前記介在層との間に、液体水が通過できる排水用間隙が設けられる
ように、前記耐水性バリアおよび前記介在層は、完全には接着されない請求項１０に記載
の多層建築用ラップ。
【請求項１２】
　前記吸水性繊維層が、吸水性繊維または吸水性繊維とポリエステル繊維との組合せを含
む梳毛繊維層を含む請求項１０に記載の多層建築用ラップ。
【請求項１３】
　前記介在層に隣接している液体透過性前置フィルタ層をさらに含み、ここで、前記前置
フィルタ層が静水圧に対する抵抗性を実質的に有さない請求項１または１０に記載の多層
建築用ラップ。
【請求項１４】
　前記介在層に隣接しているラス層をさらに含み、ここで、前記耐水性バリア、前記介在
層および前記ラス層が結合されている請求項１または１０に記載の多層建築用ラップ。
【請求項１５】
　建築構造物を水分から保護するために、建築物の構造部材および任意選択の被覆材を覆
う方法であって、前記建築物の構造部材および任意選択の被覆材を、請求項１または１０
に記載の多層建築用ラップで覆う工程を含む方法。
【請求項１６】
　建築物の外壁組立体であって、
　前記建築物の構造支持体を提供する構造部材と；
　前記構造部材を取り囲む任意選択の被覆材と；
　前記構造部材および任意選択の被覆材を取り囲む、請求項１または１０に記載の多層建
築用ラップであって、耐水性バリアが内側層であり、介在層が外側層である多層建築用ラ
ップと；
　前記介在層に接触する前記多層建築用ラップを取り囲む湿式塗布されたファサード材料
を支持することが可能なラス層と；
　前記ラス層と接触するとともに、前記外壁組立体の最外層を形成する湿式塗布されたフ
ァサード材料と
を含む、建築物の外壁組立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築物の構造部材および任意選択の建築用被覆材を水分から保護するために
、これらの構造部材を覆うための建築用ラップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　２層の耐水性バリア（一般的に「耐候性バリア」または「ハウスラップ」とも呼ばれる
「ＷＲＢ」）材料は、例えばこてを用いてまたは吹き付けによって湿式塗布される、例え
ば３回塗り（ｔｈｒｅｅ－ｃｏａｔ）の漆喰または従来のポルトランドセメントなどのフ
ァサード材料の下の建築用ラップとしての使用が知られている。例えば、かかる建築用ラ
ップとしては、２層のグレードＤ防水紙、２層のアスファルトルーフィングクラフト紙、
２層の建築用フェルト、２層の従来の高分子ハウスラップ、または１層の高分子ハウスラ
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ップと組み合わされた１層の防水紙が挙げられる。ＷＲＢとして使用するための公知の高
分子ハウスラップとしては、例えば、Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　
＆　Ｃｏ．（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，Ｄｅｌａｗａｒｅ）（「ＤｕＰｏｎｔ」）からＤｕ
Ｐｏｎｔ（商標）Ｔｙｖｅｋ（登録商標）ＨｏｍｅＷｒａｐ（登録商標）という商品名で
入手可能なスパンボンドポリエチレンシート；Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎ
ｙ（Ｍｉｄｌａｎｄ，Ｍｉｃｈｉｇａｎ）からＳｔｙｒｏｆｏａｍ（商標）Ｗｅａｔｈｅ
ｒｍａｔｅ（商標）Ｐｌｕｓという商品名で入手可能なポリオレフィン不織布シート；Ｆ
ｉｂｅｒｗｅｂ（Ｌｏｎｄｏｎ，ＵＫ）からＴｙｐａｒ（登録商標）Ｗｅａｔｈｅｒ　Ｐ
ｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｍｅｍｂｒａｎｅという商品名で入手可能なスパンボンドポリプロ
ピレン－微孔フィルム積層体；Ｏｗｅｎｓ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（Ｃｏｒｎｉｎｇ，Ｎｅｗ　
Ｙｏｒｋ）からＰｉｎｋｗｒａｐ（登録商標）という商品名で入手可能な穿孔コーティン
グを有する織物ポリプロピレンシート；およびＦｏｒｔｉｆｉｂｅｒ　Ｂｕｉｌｄｉｎｇ
　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｇｒｏｕｐ（Ｒｅｎｏ，Ｎｅｖａｄａ）からＷｅａｔｈｅｒＳｍａｒ
ｔ（商標）という商品名で入手可能な被覆された不織布シートが挙げられる。２層間の間
隙は、外側層に染み込んだ液体水のための排水用間隙となる。
【０００３】
　現在、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｄｅ　Ｃｏｕｎｃｉｌによって発行されたＢ
ｕｉｌｄｉｎｇ　Ｃｏｄｅ（登録商標）では、以下のような、漆喰ファサードの裏の「耐
候性バリア」を使用することを義務付けている。
　２５１０．６耐候性バリア。セクション１４０４．２において定められるように、耐候
性バリアが設けられるべきであり、木質の被覆材上に適用される場合、２層のグレードＤ
紙に少なくとも相当する性能を有する耐候性蒸気透過性バリアを含むべきである。
　例外：木質の被覆材上に適用される耐候性バリアが、６０分グレードＤ紙の耐水性と同
等またはそれ以上の耐水性を有し、実質的に水を吸収しない層または排水用間隙を介在さ
せることによって漆喰から隔てられている場合。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　優れた液体水排出性、透湿性を保持するとともに下層の建築構造物を液体水の浸透から
保護し得る、湿式塗布された漆喰の下に使用するための、建築基準の要件を満たすことが
できる代替的な経済的な建築用ラップを有することが望ましいであろう。かかる建築用ラ
ップを取り付けるための経済的な方法を有することも望ましいであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、建築物の構造部材および任意選択の(optional)被覆材を水分から保護するた
めに、これらの構造部材を覆うための多層建築用ラップに関する。本発明の一実施形態に
よれば、この建築用ラップは、
ａ．透湿性耐水性バリアと；
ｂ．織布、スパンボンド不織布シート、スパンレース不織布シート、スパンボンド－メル
トブローン不織布シート、吸水性繊維層、スパンボンド－メルトブローン－スパンボンド
不織布シートおよび穿孔フィルムからなる群から選択される、約２０マイクロメートル～
約１５０マイクロメートルの最大孔径を有するとともに、１０ｃｍ未満の静水頭を有する
多孔質の液体透過性シートを含む介在層と；を含み、
耐水性バリアと介在層との間に、液体水が通過できる排水用間隙が設けられるように、耐
水性バリアおよび介在層は、完全には接着されない。
【０００６】
　本発明の別の実施形態によれば、建築用ラップは、
　ａ．透湿性耐水性バリアと；
　ｂ．湿潤性介在層であって、
　　ｉ．アスファルトルーフィング紙、フェルト、不織布、織物テープを含む穿孔被覆シ
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ート、穿孔フィルム、それらの積層体、ならびに不織布または織布および多孔質の透湿性
フィルムを含む積層体から選択される、約１マイクロメートル～約１５０マイクロメート
ルの最大孔径を有する透湿性シート；ならびに
　　ｉｉ．１０ｃｍ未満の静水頭を有する吸水性の繊維層；
を含む湿潤性介在層と
を含み、透湿性シートと吸水性繊維層とは、介在層の透湿性が妨げられないように結合さ
れる。
【０００７】
　本発明はまた、建築構造物を水分から保護するために、多層建築用ラップで建築物の構
造部材および任意選択の被覆材を覆う方法にも関する。
【０００８】
　本発明はまた、介在層に隣接しているラス層をさらに含む、上記のような多層建築用ラ
ップにも関し、ここで、耐水性バリア、介在層およびラス層は結合されている。
【０００９】
　本発明はまた、上記のような多層建築用ラップを用いた、建築物の外壁組立体にも関す
る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本明細書で用いられる際の「不織布」、「不織布シート」、「不織布層」、および「不
織布ウェブ」という用語は、編布または織布と対照的に、識別可能なパターンなしに平面
材料を形成するように不規則に配置された個々のストランド（例えば繊維、フィラメント
、または糸）からなる構造体を指す。本明細書においては「繊維」という用語を用いて、
短繊維ならびに連続フィラメントを包含する。不織布の例としては、メルトブローンウェ
ブ、スパンボンド不織布ウェブ、フラッシュ紡糸ウェブ、梳毛ウェブおよびエアレイド（
ａｉｒ－ｌａｉｄ）ウェブを含むステープルベースの（ｓｔａｐｌｅ－ｂａｓｅｄ）ウェ
ブ、スパンレースウェブ、ならびに２種以上の不織布ウェブを含む複合シートが挙げられ
る。
【００１１】
　本明細書で用いられる際の「プレキシフィラメント状」という用語は、約４マイクロメ
ートル未満の平均膜厚および約２５マイクロメートル未満の平均フィブリル幅を有する不
規則な長さの多数の薄いリボン状のフィルムフィブリル要素の三次元一体型網状構造また
はウェブを意味する。プレキシフィラメント状構造においては、フィルムフィブリル要素
は、この構造の長手方向軸とほぼ同延に整列され、それらは、その構造の長さ、幅および
厚さ全体にわたって様々な箇所で不規則な間隔で断続的に結合および分離することにより
、連続的な三次元網目構造を形成する。本明細書において、プレキシフィラメント状フィ
ルムフィブリル要素の不織布ウェブは、「フラッシュ紡糸プレキシフィラメント状シート
」および「プレキシフィラメント状フィルムフィブリルシート」と同義的に呼ばれる。プ
レキシフィラメント状フィルムフィブリル構造の例は、ＤｕＰｏｎｔ（商標）Ｔｙｖｅｋ
（登録商標）ＨｏｍｅＷｒａｐ（登録商標）およびＤｕＰｏｎｔ（商標）Ｔｙｖｅｋ（登
録商標）ＳｔｕｃｃｏＷｒａｐ（登録商標）という商品名でＤｕＰｏｎｔによって販売さ
れているフラッシュ紡糸ポリオレフィンシートである。
【００１２】
　「耐水性バリア」（本明細書において「ＷＲＢ」とも呼ばれる）という用語は、外側被
覆材の裏に浸みた液体水が外壁組立体にさらに染み込まないようにする、建築物の外壁被
覆材の裏の材料を指す。本明細書において定義される際、ＷＲＢは、その入手時の状態（
すなわち風化させていない状態）で、ＩＣＣ　Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ，
Ｉｎｃ．（Ｗｈｉｔｔｉｅｒ，Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ）によって発表された、Ａｃｃｅｐ
ｔａｎｃｅ　Ｃｒｉｔｅｒｉａ　ｆｏｒ　Ｗａｔｅｒ－Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ　Ｂａｒｒ
ｉｅｒｓ　ＡＣ３８（発効日２００４年７月１日）の耐水性、透湿性および強度の要件を
満たすことができる。
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【００１３】
　一実施形態では、本発明は、特に、従来の３回塗りの漆喰または人工石（本明細書にお
いて「漆喰」と同義的と呼ばれる）などのファサードが湿式塗布された建築物における使
用のための、液体水の浸透から部材を保護するために、建築物の被覆材および／または構
造部材を覆うための多層建築用ラップに関する。本発明の多層建築用ラップは、建築用ラ
ップの内側の水分、例えば、建築用ラップによって覆われた被覆材または構造部材と接触
する水分を乾燥させることができるように透湿性である。
【００１４】
　多層建築用ラップは、透湿性ＷＲＢ層、介在層（「ＩＬ」とも呼ばれる）、およびＷＲ
Ｂ層と介在層との間の排水用間隙を含む。明確にするために、ＷＲＢ層の内面が建築物に
比較的近接して配置され、ＩＬが建築物から比較的離れて、ＷＲＢの反対側の外面に隣接
して配置されていることに留意されたい。ＷＲＢは、ＩＬの裏または下に配置されている
ものとして示され得る。「外側（ｏｕｔｅｒ）」、「～の外（ｏｕｔｓｉｄｅ）」または
「外側（ｅｘｔｅｒｉｏｒ）」という用語は、建築物からより離れた位置を示し、「内（
ｉｎｎｅｒ）」、「～の内側（ｉｎｓｉｄｅ）」または「内側（ｉｎｔｅｒｉｏｒ）」と
いう用語は、建築物に比較的近接した位置を示す。
【００１５】
　壁組立体の外側から透過し得る液体水は、介在層内で壁組立体の底部に送られ、ここで
建築物の外側に送られる。水はまた、介在層を通過し、ＷＲＢ層によって（ＷＲＢ層を湿
らせることなく）、介在層とＷＲＢ層との間の排水用間隙において重力により垂直方向に
壁の底部へと送られ、ここで水が建築物の外側に送られる。介在層は湿潤性であるのが好
ましい。建築用ラップの層は、非吸収性であることができ、拡散による乾燥を促進する。
本発明の建築用ラップは、その排水および乾燥のための機能により、漆喰のファサードと
ともに用いるのに特によく適しており、漆喰の硬化を促進し、それによって、得られた漆
喰のファサードが優れた曲げ強度を有し、収縮亀裂の発生が少なくなる。
【００１６】
　介在層は、それを通って漆喰を多く浸透させないバリアまたはフィルタ層として働く。
漆喰の浸透は、建築用ラップの排水性および透湿性を妨げるので望ましくない。介在層を
通る漆喰の浸透の程度は、ＩＬ材料の多孔性および吸水性、漆喰混合物中の粒子のサイズ
、および漆喰にかけられる圧力に依存する。
【００１７】
耐水性バリア（ＷＲＢ）層
　本発明の建築用ラップに使用するのに適したＷＲＢ層は、その最初の入手時の状態で、
Ａｃｃｅｐｔａｎｃｅ　Ｃｒｉｔｅｒｉａ　ｆｏｒ　Ｗａｔｅｒ－Ｒｅｓｉｓｔｉｖｅ　
Ｂａｒｒｉｅｒｓ　ＡＣ３８（発効日２００４年７月１日）の耐水性、透湿性および強度
の要件を満たすことができる。ＷＲＢ層は、水蒸気に対して透過性であり、２４時間当た
り少なくとも３５ｇ／ｍ2の平均水蒸気透過速度を有する。
【００１８】
　多層建築用ラップのＷＲＢ層として使用するのに好適な透湿性ＷＲＢとしては、織物繊
維もしくは織物テープのシートなどの織布、またはフラッシュ紡糸プレキシフィラメント
状シート、スパンボンド不織布シート、スパンボンド－メルトブローン不織布シート、ス
パンボンド－メルトブローン－スパンボンド（ＳＭＳ）不織布シートなどの不織布、アス
ファルトルーフィング紙、フェルトならびに不織布または織布の積層体を含む上記のいず
れかの積層体ならびに微孔フィルム、穿孔フィルムもしくは無孔の通気性フィルムなどの
透湿性フィルムを含む多孔質のシートが挙げられる。
【００１９】
　好適なフラッシュ紡糸プレキシフィラメント状ＷＲＢの例は、ＤｕＰｏｎｔから市販さ
れている、ＤｕＰｏｎｔ（商標）Ｔｙｖｅｋ（登録商標）ＨｏｍｅＷｒａｐ（登録商標）
およびＤｕＰｏｎｔ（商標）Ｔｙｖｅｋ（登録商標）ＳｔｕｃｃｏＷｒａｐ（登録商標）
である。好適なフラッシュ紡糸プレキシフィラメント状フィルムフィブリルシート材料は
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、例えば、ポリプロピレンもしくは高密度ポリエチレンなどのポリオレフィン、ポリエス
テル、またはポリアミドなどの様々なポリマー組成物から形成され得る。透湿性シートは
、フラッシュ紡糸プレキシフィラメント状シートと溶融紡糸スパンボンドシートとを含む
積層体などの、フラッシュ紡糸プレキシフィラメント状シートと、１つまたは複数のさら
なる層との積層体であり得る。プレキシフィラメント状フィルムフィブリルストランド材
料のウェブ層を形成するためのフラッシュ紡糸法が、米国特許第３，０８１，５１９号明
細書（Ｂｌａｄｅｓら）、同第３，１６９，８９９号明細書（Ｓｔｅｕｂｅｒ）、同第３
，２２７，７８４号明細書（Ｂｌａｄｅｓら）、同第３，８５１，０２３号明細書（Ｂｒ
ｅｔｈａｕｅｒら）に開示されている。
【００２０】
　ＷＲＢ層はまた、ポリマーフィルム層で被覆されかつ穿孔された織物テープのシートを
含む、建設業界で用いられるシートから選択され得る。
【００２１】
　ポリオレフィン（例えば、ポリエチレン）と微粒子充填材との混合物であって、溶融押
出しされ、鋳造またはブロー成形されて薄いフィルムにされかつ一軸延伸もしくは二軸延
伸されて、フィルムの厚さを通して連続的に延在する不規則な形状の微細孔を形成する上
記混合物から形成されるものなどの微孔フィルムが当該技術分野において周知である。米
国特許第５，９５５，１７５号明細書には、約０．２マイクロメートルの公称細孔を有す
る微孔フィルムを開示されている。微孔フィルムは、熱積層または接着積層などの、当該
技術分野で公知の方法を用いて不織層または織物層に積層され得る。
【００２２】
　欧州特許出願公開第ＥＰ　１　４００　３４８　Ａ２号明細書に一般に開示されるよう
に、ポリマーを鋳造またはブロー成形してフィルムにした後、このフィルムを機械的に穿
孔することによって穿孔フィルムが形成される。
【００２３】
　本発明の実施形態に使用するための透湿性ＷＲＢは、米国特許出願第１０／９２４，２
１８号明細書に記載されるものなどの、低放射率の通気性ハウスラップまたは金属化表面
を有する天井張り製品であり得る。
【００２４】
介在層（ＩＬ）
　本発明の多層建築用ラップは、ＷＲＢの外面に隣接している多孔質の介在層を含む。介
在層は透湿性であり、湿潤性であるのが好ましい。基材が「湿潤性」であるか否かは、基
材の表面上の水滴の量に依存する。水滴が表面上に形成され、表面と水との間の接触角が
約９０度を超えている場合、材料は非湿潤性である。一方、水が表面にわたって広がり、
水滴の接触角が約９０度未満である場合、基材は湿潤性である。接触角が０に近づくにし
たがい、基材はより湿潤性になる。
【００２５】
　一実施形態によれば、介在層は、約２０マイクロメートル～約１５０マイクロメートル
、さらには約３０マイクロメートル～約１５０マイクロメートル、さらには約７０マイク
ロメートル～約１２０マイクロメートルの最大孔径を有し、液体水に対して透過性である
ため、液体水が介在層と直に接触すると、液体水は容易に介在層を通過し、ＷＲＢとＩＬ
との間の排水用間隙を通って排水されることとなる。ＷＲＢとＩＬとがそれらの隣接面全
体にわたって完全には接着されていないため、水をスムーズに通過させられる。介在層の
孔径は、介在層の外面に隣接して取り付けられたラス層に適用される際に液体水は介在層
に浸透するが、湿った漆喰などの湿式塗布されたファサード材料は介在層を通って浸透し
ないようなものである。漆喰は、介在層に接着されるかまたはそれ自体で介在層に埋め込
まれてもよいが、建築用ラップの適切な機能のためには；漆喰は、介在層を通ってＷＲＢ
に浸透すべきではない。
【００２６】
　ＷＲＢおよびＩＬは、全く結合されない（例えば、共にロール上に巻かれて、次に一緒
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に装着され得る２枚の材料）かまたは不連続に結合される（すなわち、不連続にかなりの
表面積にわたって接着される）かのいずれかであり得る。２つの層が結合される場合、そ
れらは、接着ストリップ（ａｄｈｅｓｉｖｅ　ｓｔｒｉｐ）、接着点（ａｄｈｅｓｉｖｅ
　ｓｐｏｔ）（もしくは点接着）、あるいはスポット溶接または離散パターンでの超音波
接合によって結合され得るのが有利である。介在層は、１０ｃｍ未満の水、さらには６ｃ
ｍ未満の水、さらには４ｃｍ未満の水、およびさらには１ｃｍ未満の水の静水頭を有する
。介在層は、漆喰を手作業で塗布することによって介在層が裂けるのを防ぐのに十分な耐
摩耗性を有し、かつラスの装着および漆喰の塗布に耐えるのに十分な強度を有するべきで
ある。
【００２７】
　好適な介在層としては、織物繊維または織物テープのシートなどの織布、フラッシュ紡
糸プレキシフィラメント状シート、スパンボンド不織布シート、スパンボンド－メルトブ
ローン不織布シート、スパンボンド－メルトブローン－スパンボンド（ＳＭＳ）不織布シ
ートなどの不織布、アスファルトルーフィング紙、フェルトおよび不織布または織布の積
層体を含む上記のいずれかの積層体ならびに微孔フィルム、穿孔フィルムまたは無孔の通
気性フィルムなどの透湿性フィルムを含む多孔質シートが挙げられる。
【００２８】
　介在層に湿潤性を与えるのに十分な量の界面活性剤を含有する組成物でこの層を被覆し
、親水性ポリマー添加剤をこの層に導入し、この層の表面をプラズマ処理することを含む
様々な公知の手段のいずれかによって介在層を湿潤性にすることができる。シリコーンま
たはＰＴＦＥを含む非粘着性剥離コーティングで介在層を被覆することにより排水が望ま
しく促進されることが分かっている。
【００２９】
　介在層として使用するのに好適なスパンボンドシートは、複数の紡糸ビームが同時に多
層を形成するプロセスによって作製可能である。このように形成されるとき、スパンイン
（ｓｐｕｎ－ｉｎ）親水性添加剤を含むことによって、ＩＬの一表面を他の表面より親水
性にすることができる。より親水性の低い表面はＩＬを通して漆喰をあまり引き込まない
傾向にあるため、より親水性の低い表面が好ましく、漆喰ファサードに面しているほど、
より親水性の高い表面は紫外線による風化からより良好に保護された状態に保たれ、ブチ
ルベースの添加剤を用いた雨押え材料などの、建設に用いられるテープへの接着性が良好
になることが分かった。
【００３０】
　介在層として使用するのに好適な穿孔フィルムは、低い圧力低下でかつ重力下で下向き
に穿孔を通して水を排出させる。穿孔フィルムは、横方向ではなく下向きの水の流れを促
進するために比較的疎水性であるべきである。フィルムを通る水の通過を制限せずに漆喰
の浸透を低減するように、穿孔のサイズは小さい。介在層は、多層の穿孔フィルムからな
ることができ、これらの層は、同じかまたは異なる穿孔サイズを有する。
【００３１】
　別の実施形態によれば、介在層は、液体透過性でない湿潤性透湿性シート、または液体
透過性でないＷＲＢに結合された湿潤性透湿性シートの組合せであり得、ＩＬは、約１マ
イクロメートル～約１５０マイクロメートルの最大孔径を有するようになっている。液体
水はＩＬを通って通過できないが、重力下での毛管作用によってＩＬを通って壁の底部に
送られる。かかるＩＬの例は、例えば、セルロース（例えば、レーヨン）短繊維、または
セルロースとポリエステル短繊維との組合せ（この場合、ポリエステル繊維が強度を与え
る）などの、吸水性繊維から作製される層といった、梳毛繊維層または梳毛繊維層の多層
の組合せである。吸水性繊維には、ＰＣＴ公報の、国際公開第９７／００５８３９号パン
フレット（Ｓｈｉｐｌｅｙ）に開示されるものなどの、任意の公知の吸水性ポリマー組成
物から形成される繊維も含まれる。梳毛繊維層は、ＩＬとして、単独でまたはＷＲＢ層と
組み合わせて使用することができる。梳毛繊維層は、結合繊維の形態のバインダー材料ま
たは粉末バインダーを導入し、この層を加熱してバインダーを軟化または溶融させること
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によって、熱的に結合され得る。結合繊維は、単一のポリマー成分の繊維または二成分繊
維（例えば、より高い温度で溶融するポリマー成分の芯を取り囲むより低い温度で溶融す
るポリマー成分の鞘を有する）であり得る。使用される短繊維および／または結合繊維の
繊維密度およびデニールを変更することによって、ＩＬの孔径を調節することができる。
吸水性繊維層は、１０ｃｍ未満の静水頭を有するのが好ましい。
【００３２】
　さらに別の実施形態では、ＩＬは、湿潤性透湿性シートと吸水性繊維層との複合体であ
り得、ここで、透湿性シートは内側に向かって配置され、吸水性繊維層は外側に向かって
配置される。ＷＲＢは、織布、スパンボンド不織布シート、スパンレース不織布シート、
スパンボンド－メルトブローン不織布シート、スパンボンド－メルトブローン－スパンボ
ンド不織布シートまたは他の不織布、アスファルトルーフィング紙、フェルト、織物テー
プを含む穿孔被覆シート、それらの積層体、ならびに不織布または織布および多孔質の透
湿性フィルムを含む積層体であり得る。梳毛繊維層または複合体およびＷＲＢ層を組み合
わせる方法は、組み合わされた介在層の水蒸気の透過を妨げるものであってはならない。
ＩＬを介して水蒸気が透過できるため、例えば点接着が好適な結合方法であり、この方法
では層は接着されない。ＷＲＢに対する吸水性繊維層の接着力は、バインダー材料の量お
よび／または組成を変更することによって調節することができる。例えば、ＩＬが、バイ
ンダー材料としてのポリエチレンと、ポリエチレン（例えば、ＤｕＰｏｎｔ（登録商標）
Ｔｙｖｅｋ（商標）ＨｏｍｅＷｒａｐ（商標））を含有するＷＲＢとを含有する吸水性繊
維層を含む場合、窓およびドアをＷＲＢ層に直接取り付けるための本発明の建築用ラップ
を設置する際に、吸水性繊維層は、ＷＲＢから剥がすことができる。
【００３３】
　任意選択の前置フィルタ層が、ＩＬ上に設けられて、漆喰の微粒子のさらなるフィルタ
として働いて、ＩＬを汚れ（ｃｌｏｇｇｉｎｇ）から保護するとともに排水をさらに促進
することができる。前置フィルタ層は、静水圧に対して実質的に抵抗性のない（すなわち
、水頭（ｈｙｄｒｏｈｅａｄ）が約ゼロの）、液体水に対して透過性の織布または不織布
であり得る。前置フィルタ層は、ＡＳＴＭ　Ｄ　４４９１に準拠して少なくとも約８５ｇ
ａｌ／分／ｆｔ2の液体流量を有するのが有利であり、ＡＳＴＭ　４７５１に準拠して約
０．４２５ｍｍの見かけ開口径を有するのが有利である。前置フィルタ層として使用する
のに適した材料としては、ジオテキスタイルおよびスパンボンド不織布が挙げられる。任
意選択の前置フィルタ層は、スポット溶接によってＩＬに結合されるか、またはＩＬと共
に巻かれて、それによって、好都合に、ＩＬと共に移動し、取り扱いおよび設置すること
が可能である。
【００３４】
　建築用ラップのシートの一方または両方が、紫外線、極端な温度にさらしたり、水に繰
り返しさらしたりしたときに耐性があるのが有利である。ＷＲＢおよびＩＬはそれぞれ、
様々なポリマー組成物から形成されてもよい。多層建築用ラップのシートの一方または両
方を、クレーピング（ｃｒｅｐｉｎｇ）などによってテキスチャ加工して、ＷＲＢと介在
層との間に垂直方向の排水溝を形成することができる。あるいは、両方のシートが、平坦
であるかまたはテキスチャ加工されていなくてもよい。
【００３５】
　多層建築用ラップは、ＩＬに結合されたラス材料の層をさらに含み得る。ラス材料は、
漆喰または他の湿式塗布されたファサード材料を保持し支持することが可能な任意の可撓
性材料であり得る。これにより、多層建築用ラップおよびラスを、１回の工程で好都合に
かつ経済的に互いに取り付けることができる。あるいは、多層建築用ラップのＷＲＢ層は
、第１の工程で取り付けることができ、その後、ラス層に結合されたＩＬを含む複合シー
トが取り付けられる。
【００３６】
試験方法
　以下の非限定的な実施例では、以下の試験方法を用いて、様々な報告される特性および
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性質を測定した。ＡＳＴＭは、米国材料試験協会（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　
ｏｆ　Ｔｅｓｔｉｎｇ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ）を意味する。ＩＳＯは、国際標準化機構（
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｎｄａｒｄｓ　Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ）を意味
する。ＴＡＰＰＩは、紙パルプ技術協会（Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ
　ｏｆ　Ｐｕｌｐ　ａｎｄ　Ｐａｐｅｒ　Ｉｎｄｕｓｔｒｙ）を意味する。
【００３７】
　排水性試験を用いて、漆喰が塗布された建築用ラップの試験試料に水を付着させたとき
の排水性の程度を評価した。漆喰は、３部の砂、１部のポルトランドセメント、均一な（
ｃｏｎｓｉｓｔｅｎｔ）スラリーを作製するのに十分な水を含んでいた。
【００３８】
　矩形の試験壁モジュールは、ＯＳＢパネルから構成されていた。これは幅４８インチ（
１２２ｃｍ）×高さ１６インチ（４１ｃｍ）の壁を形成する。漆喰が木材に付着するのを
防ぐために、Ｓａｒａｎ（商標）ラップ（Ｓ．Ｃ．Ｊｏｈｎｓｏｎ（Ｒａｃｉｎｅ，ＷＩ
）から入手可能）をＯＳＢ上に設置した。建築用ラップの４つの試料をサランラップの上
に設置した。厚さ３／８インチ（０．９５ｃｍ）の薄板の形態の木材の切削片を、壁の周
縁に沿ってＯＳＢに嵌め込んだ。建築用ラップ試料が所定の位置に保持されるように、木
材の切削の上側の水平な部分をＳａｒａｎ（商標）ラップで覆ってモジュールに取り付け
た。漆喰が硬化したときに注入器を入れる（ｓｙｒｉｎｇｅ－ｉｎｊｅｃｔｅｄ）排水孔
が形成されるように、木材の切削の上側部分と建築用ラップとの間で、木材の切削の上側
部分の下にようじ（ｔｏｏｔｈｐｉｃｋ）を刺した。漆喰を建築用ラップ上に均一に塗布
して、３～７日間硬化させた。
【００３９】
　各建築用ラップ試料の排水特性を測定するために、漆喰が塗布されたモジュールの上部
で、ようじによる孔に、染色された水を約１ｍｌ／分で加えた。その後、漆喰および建築
用ラップを、各試験モジュールのＯＳＢ壁から除去し、壁の内部を調べて、水が壁内で排
出される様子を測定した。建築用ラップ試料の排水特性を、以下の特性に基づいて評価し
た。
　ｉ．水が水たまりを形成する傾向
　ｉｉ．建築用ラップまたは漆喰への吸水性
　ｉｉｉ．排水が行われる時間
　ｉｖ．注入の際の横方向（水平方向）の水の移動
排水性の格付けを、以下の相対的な尺度にしたがって割り当てた。
１＝水の逆流、あふれ、側方流動、滞水（注入界面における、排水されず、吸収されない
水たまりの形成）
２＝水の逆流、あふれ、側方流動があるが、即座の滞水はなし
３＝わずかな水の逆流、いくらか排水するかまたは全く排水せず、排水の前に漆喰によっ
て水が吸収される
４＝限られた排水性、時間が経つと逆流し、および側方流動が起こることがある
５＝水の逆流はなし、側方流動、限られた排水性
６＝平均的な排水性、いくらかの側方流動
７＝平均的な排水性よりわずかに高い、いくらかの側方流動
８＝平均的な排水性よりわずかに高い、即時の側方流動はなし
９＝平均的な排水性よりはるかに高い、側方流動はなし、壁の底部に水が観察されない
１０＝高い排水性、壁の底部に水が観察される
【００４０】
　静水頭（ＨＨ）を、ＡＡＴＣＣ－１２７に準拠して測定した。
【００４１】
　水蒸気透過速度（ＭＶＴＲ）を、ＡＳＴＭ　Ｅ－９６（方法ＡおよびＢ）に準拠して測
定した。
【００４２】
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　孔径を、Ｃａｐｉｌｌａｒｙ　Ｆｌｏｗ　Ｐｏｒｏｍｅｔｅｒ　ｍｅｔｈｏｄを用いて
ＡＳＴＭ　Ｆ３１６－８６およびＦ７７８にしたがって測定した。
【実施例】
【００４３】
　実施例全体を通して、表面に水を吹き付けて、その表面上の水滴の接触角および挙動を
観察することによって、表面の湿潤性を測定した。
【００４４】
実施例１～６および比較例１～３
　本発明の実施例を作製するために、介在層の試料を、ＤｕＰｏｎｔ（商標）Ｔｙｖｅｋ
（登録商標）ＨｏｍｅＷｒａｐ（登録商標）スパンボンドポリエチレンまたはＤｕＰｏｎ
ｔ（商標）Ｔｙｖｅｋ（登録商標）ＳｔｕｃｃｏＷｒａｐ（登録商標）スパンボンドポリ
エチレンのＷＲＢ層と組み合わせて、建築用ラップの試料を形成し、これを次に排水性試
験に供した。得られた排水性の格付けのデータを表１に示す。Ｆｏｒｔｉｆｉｂｅｒ（Ｒ
ｅｎｏ，ＮＶ）から入手可能な６０分防水紙を、ＤｕＰｏｎｔ（商標）Ｔｙｖｅｋ（登録
商標）ＨｏｍｅＷｒａｐ（登録商標）スパンボンドポリエチレンのＷＲＢ層ではなく、当
業界では慣例であるような６０分防水紙の第２の層と組み合わせた。ある介在層を、Ｆｉ
ｔｅｓａ（Ｇｒａｖａｔａｉ，Ｂｒａｚｉｌ）から入手可能な、１００ｇｓｍの坪量を有
するＢｒａｎｔ（商標）ＳＢＰＰ（スパンボンドポリプロピレン）不織布から作製した。
ある介在層をクレーピングし、ある介在層を表１に示されるような剥離コーティングで処
理した。Ｈｕｒｏｎ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ（Ｌｅｓｌｉｅ，ＭＩ）から入手可能な
剥離コーティング７４４２および７２９１；ＤｕＰｏｎｔ製のＤｒｙＦｉｌｍ　ＷＤＬ－
５Ｗ（商標）ＰＴＦＥベースの剥離コーティング；およびＭｉｃｈｅｌｍａｎ（Ｃｉｎｃ
ｉｎｎａｔｉ，ＯＨ）製の、ワックスベースの剥離コーティングである１１５２を用いた
。
【００４５】
　このデータから分かるように、６０分防水紙を使用した場合のように、市販のＷＲＢ試
料を建築用ラップの介在層として使用すると、排水性が低くなる。湿潤性でないことが分
かっているワックスベースの剥離コーティング（比較例４）で塗布した試料を除いて、ス
パンボンドポリプロピレン試料の全てが介在層として良好な排水性を示すことが分かった
。このことは、本明細書における他の試験結果と合致して、湿潤性でない試料は良好な排
水を示さないことを示している。他の市販の剥離コーティング（実施例１～５）で被覆さ
れたスパンボンドポリプロピレン試料は、湿潤性であり、良好な排水性を示すことが分か
った。界面活性剤および他の湿潤性成分を含有するものなどの湿潤性剥離コーティングの
使用により、湿潤性が促進され、試料の水頭が低下され、排水性が向上することが分かっ
た。
【００４６】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表１
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【００４７】
実施例７～９および比較例５～７
　建築用ラップ試料を、表２に示されるＩＬとＷＲＢとの試料の組合せから作製し、排水
性試験に供した。ある介在層を、Ｆｉｔｅｓａ（Ｇｒａｖａｔａｉ，Ｂｒａｚｉｌ）から
入手可能な、１００ｇｓｍの坪量を有するＮｏｖｏｔｅｘ　Ｄｕｏ（商標）ＳＢＰＰ（ス
パンボンドポリプロピレン）不織布から作製した。Ｎｏｖｏｔｅｘ　Ｄｕｏ（商標）を、
スパンボンド法（２つの紡糸ビームが繊維を２層に堆積させ、スパンイン親水性添加剤を
２層のうちの一方に加え、他方には加えないようにして、一表面が他の表面より親水性で
あるようにする）によって作製した。各組合せを用いて試験モジュールを構成し、漆喰を
塗布し、モジュールの排水性を試験した。ＩＬの親水性がより低い側が漆喰に接触するよ
うに構成したモジュールもあれば（実施例９）、ＩＬの親水性がより高い側が漆喰に接触
するように構成したモジュールもあった（実施例８）。
【００４８】
　上記に示したような親水性添加剤を含有した実施例８および９が、約４．９ｃｍの静水
頭を有したことが分かった。表２の結果から分かるように、良好な排水性が、ＷＲＢに取
り付けられたレーヨンおよびＰＥＴ短繊維の梳毛層からなる実施例７だけでなくこれらの
実施例によっても得られた。より低い排水性が、非湿潤性の、すなわち、親水性添加剤を
含有しない、６０分防水紙（比較例７）ならびに比較例５および６によって示された。
【００４９】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表２
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【００５０】
実施例１０～１２および比較例８～９
　建築用ラップ試料を、表３に示されるＩＬとＷＲＢとの試料組合せから作製し、排水性
試験に供した。いずれの場合も、ＷＲＢ試料はＳｔｕｃｃｏＷｒａｐ（登録商標）であっ
た。介在層の各々は、１層のレーヨン短繊維と２層のＰＥＴ短繊維とを含む多層梳毛不織
布からなっていた。各組合せを用いて試験モジュールを構成し、漆喰を塗布し、モジュー
ルの排水性を試験した。
【００５１】
　実施例１０および１１は、吸水性繊維がＩＬに含まれるときのかかる繊維の割合の重要
性を示している。２６％のレーヨン繊維を有する実施例１０は、排水性と漆喰の良好な硬
化との優れた両立性を示した。実施例１１においてはＩＬ中のレーヨンの割合がより高い
ため（４１％）、実施例１０より多くの水が、硬化の際に漆喰から引かれ、最終的な漆喰
ファサードに悪影響を与えた。比較例８においてはＩＬ中のレーヨンの割合がより低いた
め（９％）、ＩＬは、実施例１０および１１と同じレベルの排水性能を示さなかった。
【００５２】
　前置フィルタ層を有する建築用ラップの性能を実証するために、実施例１２は、織り目
が粗く、したがって静水圧に対する抵抗性のない、（ＵＳ　Ｆａｂｒｉｃｓ（Ｃｉｎｃｉ
ｎｎａｔｉ，ＯＨ）から入手可能な）織物ポリプロピレンジオテキスタイルを含んでいた
。前置フィルタ層は、ＩＬに埋め込まれている漆喰から微粒子の量を低減し、それにより
、ＩＬを通した排水がより良好になる。前置フィルタはまた、漆喰上におけるレーヨン繊
維の吸水の影響も低減するが、これは前置フィルタがＩＬと漆喰との間の仕切り層（ｓｅ
ｐａｒａｔｉｏｎ　ｌａｙｅｒ）になるためである。比較例９では、織り目が詰まった、
したがって静水圧に対する抵抗性を有する、（Ｊｏｅ　Ｍ．Ａｌｍａｎｄ，Ｉｎｃ．（Ａ
ｔｌａｎｔａ，ＧＡ）から入手可能な）織物ポリプロピレンスリットフィルムを、前置フ
ィルタ層として使用した。前置フィルタの織り目が詰まっていると水を通過させられない
ため、排水性は非常に低かった。
【００５３】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　表３
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【国際調査報告】
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